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「観・感・環、「ikeko」で発見！いけだのまねきエコ～大阪池田市の地域
通貨「ikeko」と連携したMMと，一連のMMパッケージ展開～」

「金沢市内の小学生を対象とした金沢版交通環境学習の継続的取り組み」
（金沢市都市政策局交通政策部歩ける環境推進課，交通エコロジー・モビリティ財団，株
式会社計画情報研究所，高山純一）

「広報おおたけ」
（大竹市市民生活部市民課、大竹市総務企画部企画財政課））

｢広島市のノーマイカーデー運動支援WEB サイト『マイカー乗るまぁデーくらぶ』｣

■

　JCOMM賞についての情報は、HPにも掲載しております。
　各賞の概要や評価基準・詳細等はHPをご覧下さい。  
　(http://www.jcomm.or.jp/)

■

■

平成23年度
JCOMM賞の受賞者発表 AWARD

デザイン賞AWARD

プロジェクト賞AWARD

■

法
方
込
申
加
参

 

筑波大学　 谷口綾研
大阪大学　 松村研

　

第
六
回
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
は
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
の
一
つ
の
都
市
で
あ
る

青
森
県
八
戸
市
に
て
、
七
月
十
五
日
（

金
）
、
七
月
十
六
日
（
土
）
に
八
戸
ポ

ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

は
っ
ち
、
八

戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

今
回
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
に
は
、
例
年
の

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
口
頭
発
表
な

ど
に
加
え
ま
し
て
、
震
災
と
モ
ビ
リ
テ

ィ
に
関
す
る
基
調
講
演
、
特
別
セ
ッ
シ

ョ
ン
も
設
け
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
と
同
様
に
、
今
年
度

の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
は
、
土
木
学
会
Ｃ
Ｐ
Ｄ

（
継
続
教
育
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
申

請
し
、
認
定
を
受
け
ま
し
た
（
両
日
参

加
の
場
合1

3
.
2

単
位
）
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
の
上
、
Ｍ
Ｍ
の
情
報
交

換
の
場
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

１
）
氏
名
、
２
）
所
属
・
勤
務
先
、
３

）
連
絡
先
（
住
所
・t

e
l

・
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
）
を
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｈ
Ｐ
上
の
参
加

申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
参
加
申
込
締
切　

七
月
八
日
（
金
）

▼
参
加
費
（
資
料
代
含
む
）
三
千
円

　ＪＣＯＭＭ実行委員会では、平成23年4月15日までにご応募・

ご推薦をいただいた取り組み・研究について、厳正に審査し、

プロジェクト賞2件、デザイン賞2件をそれぞれ平成23年度ＪＣ

ＯＭＭ賞として選定いたしました。対象者には、第六回ＪＣＯ

ＭＭにて表彰を行います。また、会期中には受賞内容の展示も

行われます。

（特定非営利活動法人いけだエコスタッフ，池田市モビリティ・マネジメント検討会事務局
（池田市市民生活部環境にやさしい課，（株）オリエンタルコンサルタンツ），池田新エネ
推進協議会）

（広島市道路交通局都市交通部，株式会社福山コンサルタント（中村良枝，金子俊之，
小笹俊成，斎藤詩織）

八戸市の
モビリティ･センター

開
催
地
企
画
会
場
の

　

八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
は
っ
ち
」
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第十五回

 

 

告
報
議
会

 

 

告
報
ト
ン
ベ
イ

介
紹
員
会
人
法
M
M
O
C
J

  
  

  
 

5.l
o

v

とやまレールライフ・
プロジェクトのロゴマーク

株
式
会
社 

新
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

Ｎ
ⅰ
Ｘ
新
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
道
路

・
橋
梁
・
下
水
道
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
都
市

計
画
・
測
量
と
い
っ
た
主
に
土
木
分
野
を
中

心
と
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
通
じ

て
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
い
る

総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。
特
に
、
社

会
資
本
の
こ
れ
か
ら
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
捉
え

た
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
、
「
減
災
・
防

災
」
、
「
低
炭
素
社
会
づ
く
り
」
の
３
分
野
を

重
点
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

Ｍ
Ｍ
関
連
の
取
り
組
み
は
、
「
低
炭
素
社
会

づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

当
社
で
の
Ｍ
Ｍ
に
関
わ
っ
た
事
例
と
し
て

は
、
近
年
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
で
都
市
交
通
の
質

を
向
上
さ
せ
た
富
山
市
で
昨
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
「
と
や
ま
レ
ー
ル
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
称
し
た
Ｍ
Ｍ
事
業
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
①
ラ
ジ
オ
番

組
に
よ
る
Ｍ
Ｍ
、
②
電
車
・
バ
ス
沿
線
居
住

者
対
象
の
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
実
施
、
③
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
、
④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:/
/
w

w
w

.to

y
am

a-
raillife

.jp

）
開
設
に
よ
る
情
報
発
信

の
４
つ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
郵
送

に
よ
る
Ｔ
Ｆ
Ｐ
で
は
回
答
率
が
５
０
％
を
越

え
る
と
い
っ
た
ふ
う
に
、
大
き
な
反
響
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続

き
Ｍ
Ｍ
事
業
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
社
は
今
後
と
も
公
共
交
通
の
利
用
促

進
、
過
度
な
ク
ル
マ
依
存
か
ら
の
脱
却
を
目

指
す
と
と
も
に
、
少
し
で
も
地
域
社
会
へ
の

貢
献
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
十
五
回
欧
州
モ
ビ
リ
テ
ィ･

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
会
議
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
）
が
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
ト

ゥ
ー
ル
ー
ズ
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た｡

こ

の
会
議
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
か
た
ち
の
発
表
の
場
を
設
け
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
る
工
夫
が

行
わ
れ
て
い
た
点
で
す
。
今
回
は｢

ぺ
ち
ゃ
く

ち
ゃ｣

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
紹

介

し
ま
す

。

　

昨
年
、
第
十
四
回
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
か
ら
プ
ロ
グ

ラ
ム
に｢

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ　

Ｋ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ａ｣

セ
ッ
シ
ョ

ン
と
い
う
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
普
通
に
ロ
ー
マ
字
読
み
す
る
と｢

ぺ
ち
ゃ

く
ち
ゃ｣

で
す
が
、
辞
書
で
引
い
て
も
載
っ
て

お
ら
ず
、
意
味
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
今
回

初
め
て
聴
講
し
て
み
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
九
十
分
で
六
人
の
発
表

が
あ
り
、

初
に
一
人
あ
た
り
六
分
四
十

秒
の
口
頭
発
表
を
行
い
、
そ
の
あ
と
同
じ
部

屋
の
後
方
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
と
い
う

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
口
頭
発
表
の
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
は
一
ス
ラ
イ
ド
あ
た
り
約
二
十

秒
で
自
動
的
に
切
り
替
わ
り
、
計
二
十
枚

で
構
成
す
る
と
い
う
制
約
付
き
で
す
。
こ
の

口
頭
発
表
で
概
要
を
聴
衆
に
コ
ン
パ
ク
ト
に

伝
え
、
続
く
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
質
疑
を

行
う
の
が
ね
ら
い
の
よ
う
で
す
。
な
ぜ｢

ぺ
ち

ゃ
く
ち
ゃ｣

な
の
で
し
ょ
う
か―

―

。

　

素
朴
な
疑
問
を
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
オ
ー
ガ
ナ
イ

ザ
ー
の
一
人
で
あ
る
ポ
ッ
シ
ュ
氏
に
ぶ
つ
け

て
み
た
と
こ
ろ
、
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
二
〇
〇
三
年
に
東
京
で
ポ
ッ
シ
ュ
氏
が

Ｔ
Ｒ
Ｂ
（※

）
の
Ｔ
Ｄ
Ｍ
担
当
だ
っ
た
エ
リ
ッ
ク

氏
と
雑
談
し
て
い
る
と
き
に
思
い
つ
い
た
の

だ
そ
う
で
す
。
学
会
で
口
頭
発
表
が
六
、

七
本
続
く
と
聴
講
す
る
の
も
し
ん
ど
い
で

す
が
、
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ら
短
時

間
で
集
中
し
て
聞
け
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
で

す
。
た
だ
し
質
疑
の
時
間
が
短
い
の
で
、
そ

の
あ
と
に
ポ
ス
タ
ー
で
発
表
者
と
や
り
取

り
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
Ｔ

Ｒ
Ｂ
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
前
の
口
頭
発
表
は

、
ポ
ス
タ
ー
の
宣
伝
と
い
う
意
味
合
い
が

強
い
で
す
が
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
で
は
口
頭
発
表
が

主
で
ポ
ス
タ
ー
は
そ
の
あ
と
の
質
疑
を
補
助

す
る
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
よ
う
で
す
。

気
に
な
る｢

ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ｣

は
や
は
り
日
本

語
で
、
エ
リ
ッ
ク
氏
が
話
し
て
い
た
言
葉
を

そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

日
本
語
の｢

ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ｣

が
、
米
国
人

か
ら
欧
州
に
伝
わ
っ
て
セ
ッ
シ
ョ
ン
名
に
な
っ

て
い
た
の
で
し
た
。
な
お
、｢

発
音
は
『
ぺ
ち
ゃ

く
ち
ゃ
』
で
良
い
の
？｣

と
ポ
ッ
シ
ュ
氏
か
ら

逆
に
聞
か
れ
た
こ
と
を
付
記
し
ま
す
。
次

回
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
は
二
〇
一
二
年
六
月
十
二

日
～
十
五
日
に
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
・

　

セ
ン
タ
ー
を

　
　

核
と
し
た
Ｍ
Ｍ

　

公
共
交
通
、
特
に
バ
ス
の
利
用
者
が

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
多

く
の
地
方
都
市
の
「
残
念
な
常
識
」
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

青
森
県
八
戸
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な

現
状
を
打
破
す
べ
く
、
市
営
バ
ス
と
民

間
バ
ス
の
共
同
運
行
に
よ
り
経
費
削
減

と
利
便
性
向
上
を
同
時
に
実
現
す
る
取

り
組
み
や
、
系
統
番
号
の
再
編
、
市
内

バ
ス
路
線
の
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
、
多
様

な
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
二
十
二
年
度
、
市
内

中
心
部
に
お
い
て
、
利
用
者
向
け
に
は

「
市
内
の
全
路
線
バ
ス
情
報
を
扱
う

“

路
線
バ
ス
総
合
案
内
所”

」
と
し
て

機
能
し
つ
つ
、
Ｍ
Ｍ
施
策
の
考
案
と
実

施
を
担
う
バ
ス
利
用
促
進
策
展
開
拠
点

「
八
戸
中
心
街
タ
ー
ミ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
」
（
略
称
：
モ
ビ
セ
ン
）

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
（
緊
急
雇
用
創
出

事
業
を
活
用
）
。

　

モ
ビ
セ
ン
ス
タ
ッ
フ
は
、
窓
口
で
の

案
内
だ
け
で
な
く
、
一
部
の
路
線
バ
ス

車
内
や
利
用
者
の
多
い
バ
ス
停
で
は
、

高
齢
者
な
ど
の
乗
降
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
」
と
し
て
も
活
躍
し

“

在
り
し
日
の
車
掌
さ
ん”

を
目
指
し

た
、
安
心
で
き
る
バ
ス
環
境
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
現
在
休
止
中

・
八
月
再
会
予
定
）
。

そ
し
て
、
動
機
付
け
冊
子
「
バ
ス
利
用

の
ス
ス
メ
」
と
居
住
エ
リ
ア
別
「
お
近

く
の
バ
ス
停
時
刻
表
」
を
用
い
た
行
動

プ
ラ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答
者
の

「
バ
ス
利
用
回
数
が
平
均
で
一
〇
％
増

加
」
す
る
と
い
う
効
果
も
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

バ
ス
利
用
者
減
と
い
う
「
残
念
な
常

識
」
を
覆
し
、
ひ
い
て
は
バ
ス
に
限
ら

ず
地
域
の
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
「
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
す
る
核
「
セ
ン
タ
ー
」
へ

と
成
長
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
継
続
的

な
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▲モビセンでの案内の様子

▲モビセンロゴ

ぺちゃくちゃセッションの
イメージロゴ

※TRB (Transportation Research Board)は
米国の交通関連学会．毎年1月に開催される
年次報告会は世界最大規模．


